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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序
　およそ文学作品には，作者が語っているからといってそれが必ずしも語られていることとはなら
ず，また，語っていないからといってまったく語られていないと簡単にかたづけてしまうわけには
ゆかない場合がある．語りながらも語らず，語らずして語るという一種まやかしめいたものか，時
として文学世界においては重要な機能となり，この語る語らないの微妙なからみあいによって文学
世界は生気を帯びてくるのである．
　Ｎ，ホーソーンの短篇小説に「ロジャー・マルヴィンの埋葬」がある．この作品は，罪と罪の償
いが主題となっているのだが，この主題の描かれ方が実に微妙なのである．作者が主題に関して熱
っぽく語っているのだからその部分の意味をそっくりすくってみようとすると，指の間から意味が
すりぬけてしまったり，主題とは直接関係のない背景や副次的人物の描写が，思いもよらないほど
意味深げに主題にかかわることを語らずして語っていたりしている．　もちろんこうしたあり方は．
　「ロジャー・マルヴィンの埋葬」に限ったものであるとはいえず，ホーソーソ文学の饒舌のなかの
寡黙さ，寡黙さのなかの饒舌として説明することができるものかも知れない．しかしこのあり方
が，物語の主題の解釈を左右するほど作品上重要な要素となっているとすれば，このあり方を単に
ホーソーン的だと言うことだけですますわけにぱゆかない．
　筆者はこの小論で，まず，「ロジャー・マルヴィンの埋葬」に見られるホーソフン独特の筆致を
考察し，さらに，罪と罪の償いかその筆致のもとでどのような意味を持っているかを論述すること
で，短篇小説「ロジャー・マルヴィンの埋葬」におけるＮ．ホーソーンの精神構造，思想構造を明
らかにしてゆきたい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ
　傑作とよばれている文学作品は，一見なにげなく描かれていて読み流してしまいがちな情景描写
や作中人物の言葉でも，読みすすむにつれてあとからかなり重要な意味をもちだすことがよくあ
る．単なる一つの描写なり言葉が，物語全体から考えてみると，そこにふたたび触れていないにも
かかわらず，さらに意味を増したりその含む意味合いをかすかに変えたりしながら読者の想像のな
かによみがえってくるのである．こうした描写の想像上での再生といったものが次から次へと起き
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てくるところに生きた文学世界を感じるとするならば，との「ロ,ジャー・マルヴィンの埋葬」も，
情景なり言葉なりの再生が重要な役割をはたしている生きた文学世界だと言える．
　たとえば，物語の冒頭（序にあたる部分を除く）からして，そのほとんどの描写が物語全休を通
じて直接的間接的にいく度か再生されてゆくものである．
　The ｅａr】ｙsunbeams hovered　cheerfully　upon　the　tree-tops, beneath which
two　weary　and　wounded　men　had　stretched　their limbs　the　night　before.
Their bed of withered oak-leaves was strewn upon the small level space, at the
foot of ａ rock, situated near the summit of one of the gentle swells, by which the
face　of the　country　is　there　diversified. The　mass of granite, rearing　its
smooth, flat surface, fifteen or twenty feet above　their　heads, was　not　unlike
a gigantic grave-stone, upon which　the veins　seemed　to form an　inscription
in forgotten characters. On ａ　tract of several acres　around　this rock, oaks
and other hard-wood trees　had supplied　the place　of the pines, which　were
the usual growth of the land ； and　ａ young and　vigorous　sapling　stood　close
beside the travellers "'
　(朝はやい日の光がこずえに明るくたゆたっていたか，こずえの下では疲れ傷ついた
二人の男が前の晩から手足をのばしたままにしていた．樫の枯葉でできた二人の床
が，岩の根本のわずかぽかり平らになっている場所に敷かれ，その岩は，その地方の
外観に変化をつけているいくつかあるゆるやかな丘陵の一つを登りつめた所の近くに
あった．その大きな花肉岩の岩は二人の頭上15フィ２卜か20フィートの高さにまでな
めらかで平たい表面をもたげていて，なにか巨大な墓石に似ていないこともなく，そ
の岩の石目は，今は忘れさられてしまった文字で書かれた碑文のようであった．この
岩のまわり数エーカーに広がった土地には，その地方にふつう成育している松にかわ
って樫やほかの堅木がはえていた．そして，その旅人らのすぐそぱには，若くて元気
ある若木か一本たっていた．)
これは，物語のはじまりとしてよく見られるあり方であって特別目をひくところは何もないよう
に思えるかも知れない．だが，「その地方の外観」(the face of the country),「変化をつけ」ら
れる(diversified),「丘陵」(swells)などの言葉をとりあげて考えてみるだけでも，作者ホーソー
ンの注意深い筆使いか感じられるのである．といってもこれら一つ一つの言葉か特殊な意味を秘め
ているというのではない．強いて言えば，土地の「外観」を“face”といい「丘陵」を“swells”と
しているのが印象に残る程度である．しかし，かすかに印象に残る程度の言葉使いでも物語のほか
の部分と結びついて想像のなかによみがえってくるとその文学的役割は小さくない．
　On the afternoon of the fifth day, they ba】ted and made their simp】ｅ encamp-
ment, nearly an hour before sunset. Ｔｈｅ　ｆａｃｅ　ｏｆthe　ｃｏｕｎtｒｙ.for the last few
miles, had　been　ｄｉｖｅｒｎｆｌｅｄb＾i ｓてむｅｌｈｏｆ ｂａｎｄ，ｒｅｓembling huge waves of ａ
petrified sea ； and in one of the　corresponding　hollows, a wild　and　romantic
spot, had the family reared their hut, and kindled their fire.　There is some-
thing chilling, and yet heart-warming, in　Ihe　thought of these　three, united
by strong bands of love, and insulated from all that breathe beside. 　Ｔｈｅｄａｒk
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ａｎｄＡｏｏｍｙ♪ｉｎｅｓlooked down upon them, and, as the wind swept through
their tops, a pitying sound was heard in the forest….（2）（斜字体筆者）’
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この場面は，傷つき死にそうなロジャー・マルヴィンを荒野にひとり置き去りにしたルーベン・ホ
ーンか良心の呵責に苦しみ，妻子を連れて放浪しさまよいでた所であるが，実はこの場所こそ二
人が体を横たえていた物語の冒頭の場所にほかならないのである．このことを示すために作者ホ
－ゾーンは直接的説明の方法をとらず暗示的手段を用いている． 「ここ２，３マイルの間，その地方
の外観(the face of the country)は化石となった海原の大波に似た土地の隆起(swells of land)
によって変化をつけられていた(diversified)」（以下引用文中の傍点はすべて筆者）.ここに見ら
れる言葉使いは，物語冒頭の疲れ傷ついた二人が横たわっていた場所を説明したときの言葉使いと
同じである．物語冒頭ですでに使用した名詞(face, swells)なり動詞(diversified)を物語後半の
違うコソテクストに織り込んで暗に読者に場所の同一性を示しているのである．
　この種の暗示的描写は「暗く陰気な松」(The dark and gloomjy pines)の「松」についても言
える．ふたたび，物語冒頭の節の一文を思い起こしてみよう．
　　On ａ　tract of several　acres around　this　rock,
trees　had　supplied the place of　the pines, which
the land....
oaks　and other
were　the　usual
hard-wood
growth of
　「松」はこの地方では「ふつう成育している」木ではあるが，物語冒頭の岩の付近には「樫やほか
の堅木」がはえているとわざわざ書きこまれていたのである．とすれば，ここに「松」がはえてい
るとは，この土地か「その地方の外観」なり，「変化をつけ」るなり，「丘陵」（「隆起」）なり
によって，ロジャー・マルヴィンが死んだ場所に相違ないとわかっても，死んだ場所そのものでは
なく，まだいくぶんその場所からは距離があることを示しているのだ．　もちろん，しばらくあとに
なって作者自身この事実を明言するが，直接場所を示さない言葉で場所を暗示し距離を示さない言
葉で距離感をだして物語のサスペンスを高めてゆくこのあり方は，物語の背景にすぎないものに積
極的役割をもたせてゆくホーソ,－ンの手法なのである．この手法は，語らずして語る文学技法と称
することのできるもので，ホーソーンは，背景という元来あまり語らないはずの部分に多くを語ら
せているのである．
　この背景の語らずして語る機能か「ロジャー・マルヴィンの埋葬」においていかに重要であるか
は，先に引用した物語冒頭の部分の「岩」と「樫」を考えてみればさらに明白となる．
　The mass of granite, rearing its smooth, flat surface, fifteen　or twenty feet
above their heads, was　not　unlike　a　gigantic　grave-stone, upon　which　the
veins seemed to form an inscription in forgotten characters.
　　　　... and ａ young and vigorous sapling stood dose beside the travellers.
「岩」や「樫」の重要性はすでに多くの批評家によって指摘されている. p. A.カールソンは，
「岩」を自然物としての「岩」そのものとしてばかりか，「似ていないこともない」「墓石」から
死を暗示し，さらに「石目」から連想される「碑文」によって「モーゼの十戒の銘板」をほのめか
すものだとしている（3’レまたＦ．　クリュウズは「若くて元気ある若木」と書きこまれてある点に注
目し，成育し葉を繁らせやがて枯れてゆく「樫」の姿を，ルーベン・ホーンの無垢と無垢の喪失や
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精神の荒廃と重ね合わせて論じている(4)
　これらの指摘は確かにそれなりに説得力かおり，この作品における背景のはたす役割の重要性を
裏書きしてくれている．しかし，「岩」にしろ「樫」にしろ二人の批評家か明らかにしている背景
の機能は，ホーソーンの作品全般に見られるいかにもホ＝ゾーンらしい背景の機能にすぎず，あり
方そのものはとくに目新しいことではない．すなわち，死に瀕した作中人物の状態と呼応して死を
連想させ，物語全体の聖書的意味を暗示している「岩」にしても，また，ルーベソ・ホーンの心の
変化という目に見えないものを視覚化している「樫」にしても，これらの機能としての背景は，人
物の内面やあり方ないし物語の意味そのものと密接に関係し合った，いわばいかにもホーソーンら
しい人物と背景，寓意と背景との同質的コレスポンダンスであって，これはホーソーンのほかの多
くの作品にも見られ，とくにこの作品における特徴といった=ものではないのである．
　たとえば，人物と背景との同質的コレスポンダンスといえば，ベアトリーチェと花園（「ラパチ
ーニの娘」）の同一色的あり方を思い出す．ベアトリーチェのイメージの主要な要素は「豊かさ」
である．「熱帯地方の入日のように豊かな声」（ａ voice as rich as a tropical ＳｕｎＳｅt）（5），「この
うえなくも壮麗な花ほどの趣の豊かさ」（ａs much riとhness of taste as the most splendid of the
flowers)'",「彼女は生命と健康と活力にみなぎっているようであった」(She looked redundant
with life, health, and energy )'",と枚挙にいとまがないほどベアトリーチェは「豊か
さ」が強調されている．この「豊かさ」はベアトリーチェだけのものではない．物語の背景である
花園にもたんねんに描きこまれているのである.「巨大な葉や……華美なほど壮麗な花々を育むため
にたっぶりと水分の供給を必要としている……」（…require ａ plentiful supply of moisture for
the nourishment of gigantic leaves, and…flowers gorgeously magnificent.)*",「紫色
のおびただしい数の花々」（a profusion of purple b10ssｏｍＳ）（9’，「珠玉のごとき輝きと潤沢さ」
(the lustre and richness of ａ ｇｅｍ）（1o’.言葉はそれぞれ異なるか量的にも質的にもあふれんとす
るイメージがここに見られる．とすると，これを称して，主人公ベアトリーチェと背景花園との
　「豊かさ」を媒介とした同質的コレスポンダンスと言っでも誤りではなかろう．いま一つ例をひこ
う．「三つの丘のくぽ地」において，罪に苦しむ女性のあり様が丘に囲まれたくぽ地を背景に描か
れているが，ホーソーンにとって，人間の心は洞窟など土地のへこみに形象化できるもので，くぽ
地を背景にしたことで，乱れ苦しむ女性の心を視覚化しているのでもある．だからこそ，くぽ地に
はずっと以前に倒れた木が「朽ちて横たわっていた」(lay mouldering)""との「朽ちて」いると
は，女性の心が「朽ちて」いるとも読め，これにより文学世界は立体的になるのだ(12)この立体性
は背景と主人公の心との同質的コレスポンダンスによって生じたものであることは言うまでもな
い．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　ホーソーン文学における機能としての背景は，こうしてこれら二つの短篇小説に見られるような
主人公に同質的同一色的に作用するものなのである．であれば，話をもどすと, p. A.カールソ
ンやＦ．クリュウズの指摘する「岩」や「樫」も，含む意味合いの深さこそ異なれ，ホーソーン的
同質的機能としての背景と言えないことはない．いかにもホーソーンらしい背景の働きと称しても
許されるはずである.
　　「ロジャー・マルヴィンの埋葬」は確かにこのホーソーンらしさか随所に見られる．しかし，ホ
ーソーンらしからぬあり方も一背景と人物の同質的コレスポンダンスに対する異質的インディフ
｀アランスもー－けっして見落してはならないほど重要な役割をはたしているのである．異質性につ
いて述べてゆきたい．　　　　　　　　　　　　　卜
いささか乱暴な言い方をすると，文学作品か傑作たりうるには，均整のとれた描写でなければな
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らない．いかなる描写方法をとるにしても，作品の表面に現われた部分はともかくも，作品内部で
は，主観，客観，知，情，これらの要素の均衡がとれていなければなら.ないのである．作品の内部
そのものから一方にかたよった描写になると，時として惰緒過多となったり，時として無味乾燥と
なったりするばかりでなく文学的蓋然性さえも失いかねない．外に現われているものに対する呼称
は種々様々あろうが，傑作と呼べる作品は，主客，知情などの要素を内部に力強く均衡させている
のである．
　ホーソーン文学は概して主人公と背景との同質的描写であると論述してきた．だとすると，主観
と客観，知と情，いずれにせよ，ホーソーン文学にははたして異質な筆使いによる均衡かおりうる
のだろうか．人物を描くのと同じような筆使いで背景を描き，いやがうえにも同一色世界を構築し
てゆくなかで，いったい描写の均整はどこではかりえようか．それは，ホ･－ゾーンの大胆にもくり
返す否定技法にほかならない．一度すでに描写したことを打ち消す，明言したことの真意をぽやか
すといった否定技法にほかならないのである．同一色的同質的世界を描き上げつつも，真一文字に
のめりこむことの文学的思ろかしさをさけるため，描きつつも消し，消しつつも描く，ホーソーン
独特の「曖味さ」(ambiguity)によって描写の均整を保っているのである(13)こうしたあり方は，
大まかな言い方をすれば，主なり客，知なり情といった違った要素をぶつけ合うことでの均衡に対
して，一つの文意か同じおり方をした文章によって打ち消されてゆくのであるから，主が主を，客
が客を，知が知を，情が情をといったような同じ要素のぶつけ合いによる均衡とも言えるものであ
る．
　だが「ロジャー・マルヴィンの埋葬」にはこの種の否定技法はない．否定技法に代わって作者ホ
ーソーンは，前述した同質的描写と同時に，人物のあり方にそっけないまでの異質的筆致を用いて
いるのである．
　たとえば，物語冒頭の節の次の一文はどう解釈したらよいのであろうか．
　The early sunbes!ms hovered　cheerfully　upon　the　tree-tops, beneath which
two weary and wounded men had stretched their limbs the night before.
二人の男が「疲れ傷ついている」(weary and wounded)のに日の光は「明るくたゆたっていた」
(hovered cheerfully)というのだ．二人のおり方と日の光という背景のあり方とがそれぞれの含
むイメージ要素を異にしているのだ．もちろんこの要素の異質性は，先に述べたような「その大き
な花肖岩は……なにか巨大な墓石に似ていないこともなく」という同質的筆致によってすぐに相殺
されるが，だからといってこの背景に異質性をも織りこんでいる事実を無視してよいことにはなら
ない．
　この異質性の観点に立てば，「若くて元気ある若木」にしてもＦ．クリュウズとは違った解釈も
可能である．
‥.ａ young and vigorous‘ sapling stood close beside the travellers
　「旅人たち」とは「疲れ傷ついている」二人の男のことである．この「疲れ傷ついている」とい
う，いわば活力を失った主人公らのあり方の背景に，作者ホーソーンは「若くて元気ある若木」を
選んでいるのである．主人公らの置かれている状態にアイロニカリーに作用する背景を書きこんで
いるのである．
　この状況のアイロニーと呼べるつき放した手法が「ロジャー・マルヴィンの埋葬」において描写
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の均整を保っているとすれば，次の一文は多少とまどいを覚えながらも均整のとれた描写ぶりの好
例と感じられるはずである．
　The morning　sun was　unclouded, and　the　trees　and　shrubs　imbibed　the
sweet air of the month of May ； yet there seemed ａ gloom on Nature's face,
as if she sympathized　with　mortal pain　and Ｓｏrrｏｗ.(lo
　(朝の太陽には雲かかかっていなく，木々やかん木は五月の甘い大気を吸いこんでい
た．だが自然の顔には，あたかも人間の苦しみや悲しみに共感しているかのように，
暗い影かあるように見えた．)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　－　－|■　琴　－　－「雲がかかっていなく」(was unclouded),「甘い大気を吸いこんでいた」(imbibed the sweet air)
とは，断定的事実描写である．しかもこのときルーベン・ホーンは.ロジャー・マルヴィンを置き去
りにし「一種罪悪感めいたもの」（15りこ苦しんでいたのだから，「雲」はなく「甘い大気を吸いこん
でいた」とは，ルーベン・ホーンの心のあり方とはまったく関係ないそっけないまでの描写であ
る．だが，このそっけないまでの事実描写にすぐ続いて，主人公の心のあり方に近づけたような心
象描写がつけ加えられているのである．「自然の顔には，･…‥暗い影があるように見えた．」主人
公のあり方に対するこの異質的筆致と同質的筆致の混在は，ほんの一文のなかに見られるだけに．
　「ロジャー・７」レヴィンの埋葬」における描写の均整のとり一方を象徴的に表わしているものと言え
る．　このあり方を無視してはならないのである．ごの冷めた筆使いがあることを無視してはこの作
品の主題を本質的に見誤ってしまうのだ．
　このそっけなさがいかにこの作品のきわだった特徴になっているかは，「若いグッドマン・ブラ
ウン」と比べてみれば明らかである．「若いグッドマン・ブラウン」には「～のように」（ａs…）
　「あたかも～であるかのように」（ａs if …）「～に似て」(like…）といった直喩(simile)が数
多く見られる．こうした直喩によって「『あたかも』に満ちた森の世界」か「構築」(16)されてゆく
のだが，この『あたかも』の世界とは，意識下に悪への衝動をもっているブラウン(17)が一介の森
を内面のフィルターで潤色してできた世界なのだ．にもかかわらず，作者ホーソーンは，この事実
の指摘には控えめである．外なる世界の動きそのものかブラウンの内面そのものであるという，内
面の外在化と外面の内在化による混沌ぶりがあるのに，ホーソーンは，曖味にほのめかす程度なの
である．意識下の悪への衝動を外からの誘いとしてしか考えられないブラウンの幼さをするどく冷
やかに指摘してもよさそうなのに，それとなくこう言うだけなのだ，
　They continued　to walk onward, while　the elder travellerexhorted his com-
panion to make　good speed and persevere　in the　path, discoursing so aptly,
that his arguments seemed rather to spring up 'jn the bosom of his auditor,
than to be suggested by himSelf.(18J
(二人はなおも前へと歩き続け，その間年上の旅人は連れに道をたゆまずはやく進む
ようにすすめたが，あまりにふさわしく説いたので，そのすすめは，話し手自身によ
って言われたというよりは，むしろ聞き手の胸の中に湧き上ったように思えた．)
ブラウンにとって外からの誘いにすぎないように思えている悪への誘惑は，実は，ブラウン自身
の内からのうずきなのである． このことを示すのにホーソーソはなんと控えめで曖昧なことか．
　　　　　●　●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●I●「……むしろ聞き手の胸の中に湧き上ったように思えた．」こめ控えめな曖昧さは「ロジャー・マ
　　　　　　　　　　　　　語っていることと語っていないこと　　　　　　（矢作）
ルヴィンの埋葬」にはない．冷やかなほどそっけなく客観的に事実を提示してゆく．
　Unable to penetrate to the secret place　of his　soul, where　his　motives　lay
hidden, he believed　that　ａ　supernatural　voice　had　called　him onward. and
that a supernatural power had obstructed his retreat.'"'
　（彼は動機がかくされている己が魂の人知れぬ場所まで見ぬくことができなかったの
で，超自然の声が自分に前へと進むように呼びかけてきたのであり，超自然の力か引
き返すことをさまたげてきたのだと信じた．）
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グッドマン・ブラウンにしても，ルーベン・ホーンにしても自己の内なる衝動を外からの力Sこすり
かえている点では共通している．しかし前者の場合は，先に示したよ｀うに作者はこのすりかえに対
して控えめな表現をとっている．しかし，後者の場合は，はっきりとすりかえであると断じている
のである．客観的に判断できる立場から，ルーベン・ホーンは「超自然の力」，「超自然の声」と
しているが，実はそれは彼の「人知れぬ」内面に「かくされている」衝動にほかならないとしてい
るのである．●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀
　　「若いグッドマン..･ブラウン」と比べても明瞭に現われているこの冷やかさこのそっけなさか
　「ロジャー・マルヴィンの埋葬」の描写の特徴なのだ．　この事実を踏まえて考えなければ，この作
品の本来的意味は失われてしまうのだ．テーマとして，罪と罪の償いが，このそっけなさの中にあ
ってどう位置づけられるかが重要なことであって，罪と罪の償いの図式を描くこと自体は議論の前
提ではあっても議論の対象そのものにはならないのである．
　従来数多くの批評家が「口･ジャー・マルヴィンの埋葬」を論じてきている．そ,の中心議論はほと
んどルーベン・ホーンが犯した罪は何であるかという点にしぽられている. M. V.ドーレンは，
死に瀕したロジャ’－・マルヴィンを置き去りにしたことと，ロジャー・マルヴィンを埋葬したと妻
ドーカスに嘘をついたこととの二重の罪であるとしている'"'. H.レヴィンとＡ．ターナーはと
もにロジャー・マルヴィンを置き去りにしたことには罪はないとしながらも, H.　レヴィンは，む
すこを撃ち殺してしまったことに，またＡ．ターナーは，妻に嘘をついたことに，それぞれ罪を認
めている(21)妻に嘘をついたとする点では, p. A.カールソン(22)もH. H.ワゴナー(23)も同
じである．Ｈ．　Ｈ．　ワゴナーは，ロジャー・マルヴィンを置き去りにしたことに関しルーベン・ホ
ーンにどこまで罪があるのか断定しきれずにいるものの，妻ドーカスに嘘をついたことははっきり
罪だとしている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　こうしてほぽ三種類の罪の考え方に対して罪の償いはなされたのか否かの議論になると，彼らは
ほぼ一様に償いはなされたと結論づけている. M. V.ドーレンは，樫の枝の「やわらかく軽いか
けらとなって落ちゆく」(24)様をみごとな堕罪の証だとし，またp. A.カールソンは岩が「浄化と
免罪の証」だとしている．またH. H.ワゴナーも自己犠牲による堕罪の完了を述べている．
　がしかし，これらほぼ一様に賦罪の完了を言う見方には，Ｆ．クリュウズも言っているように(25J
無垢な子供を殺すことが何故贈罪になりうるのかとする素朴な疑問がつきまとってしまうのであ
る．「彼にとって自分の血よりもっと尊い血」(26)を流したのだからこの堕罪にはなみなみならな
い自己犠牲が強いられたことを，それは示すものだ，とする考え方もできるかも知れない．しか
し，こう考える人はこの作品を本質的に読み違えているのである．すべてをルーベン’･ホーンを基
点に考え，副次的人物なり背景をうしろに追いやってしまう愚を犯しているのだ．確かに「若いグ
ッドマン・ブラウン」であれば，それでもよい．ブラウンにとってどう映るかどのように見えるか
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が問題であって，フェイスや牧師はそのための道具立てでしかないからである．だが「ロジャー・
マルヴィンの埋葬」では，前述してきたようにルーベン・ホーンと作者ないし読者の間に異質描写
のそっけなさからくる距離かあって，作者ないし読者は，ルーベン・ホーンの内面にはいると同時
に，たえず外部から冷やかにルーベン・ホーンを見てゆく立場にあるのだ．とすれば，無垢な子供
を撃ち殺してしまった事実をルーベン・ホーンの立場にすっかり立って，自分より「尊い」ものの
犠牲による堕罪とするわけにはゆかないのである．むすこは「尊い」という抽象観念を示すだけの
ものではなく，我々読者にしてみれば，父ルーベン・ホーンに対するのと同じ距離に位置した生身
の人物なのである．とすると，Ｆ．クリュウズのような，贈罪といってもただルーベン・ホーンひ
とりに贈罪に見えただけであって，宗教的客観的意味での堕罪では痙いという議論も説得力をもっ
てくる．だが，このクリュウズの考えには，ルーベン・ホーンの意識下をあまりに大きく取り上げ
すぎて，意識上の問題-たとえば妻に嘘をついたことｰについてはさほど議論されていない．
　ルーベン・ホーンの犯した罪は何か，またその罪は償われたのか，作者ホーソーンにとって罪と
その償いとは何なのであろうか．こうしたことに関してＦ．クリａウズを含め多くの批評家の議論
かほとんど虚しく思えるのは，彼らか等しく作者ホーソーンか語るべくして語っている部分にのみ
注視しているからである．「彼の罪は償われた一呪いは彼から消えた」(27)というホーソーンの明
白な語らいばかりに気を取られているからである，文学には，前述したように，筆使いによって，
直接語らずして語るとするあり方かあることを忘れてしまっているからである．また明白に語られ
ている部分も，明白さゆえにかえって意味が希薄化してしまっていて，語っているはずなのに，実
質的にはほとんど意味をなしていない場合かあることを顧みないからである，さらに言えば，作品
のテーマか筆使いからくる作品全体の雰囲気のなかで，どのように位置づけられているかを見るこ
とをしないからである．「ロジャー・マルヴィンの埋葬」におけるテーマ，罪と罪の償いを，筆使
いが時としてかもしだしている，主人公に対するそっけない雰囲気のなかでとらえようとしていな
いからである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
　まずはルーベン・ホーンが犯した罪とは何であったかから見てゆくことにする．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II
　自分のとった行動になんら非難されるべき点かないにもかかわらず，どういうわけだか後ろめた
さを覚えることがある．社会通念や道義心から考えｙみても一点の曇りもなく，むしろしかるべき
行動をとっているにもかかわらず，やましさを拭い去ることかできないのである．こうしたおり方
を理知的判断を越えた心情的後ろめたさ，心情的やましさと言うならば，ルーベン・ホーンの心に
時としてうずく痛みもこれに似ている．
　ルーベン・ホーンが，傷つき死に瀕したロジャー・マルヴィンを荒野に置き去りにしたことに罪
はないはずである．彼が老兵をひとり残してその場を離れたのは，助けを求めるという大義名分か
あったからである．助けを求めるとは，客観的に言って，積極的に肯定されてしかるべきあり方で
あって，これを罪と言うことはとうていできない．作者ホーソーンも罪だと断じていない．にもか
かわらず次のような文章にでくわすのである．
　He walked more hastily at first, than was　consistent with　his　strength ； for
ａ sort of guilty feeling, which sometimes torments men in their most justifiable
acts, caused him to seek concealment from Malvin's eyes.'"'
　(彼は最初自分の力に見合う以上に足早やに歩いたのだった．というのは，どんなに
　　　　　　　　　語っていることと語っていないこと　　　　　　（矢作）
正しいと認められる行為をしていても時として人を苦しめる罪意識めいたものがあっ
たため，マルヴィソの目の届かないところに隠れようどしたからであった．）
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助けを求めるという肯定的正の行動に「罪意識」という否定的負の感情がつき･まとうとはいかにも
ホーソーン的である．正へ向いた力が正の方向性だけをもっているのではなく，ほとんど必ずと言
ってよいくらいに逆向きの負へ向かう力を伴うのがホ’－ゾーン文学の特徴なのである(29)　ただこ
の引用した文章において留意すべき点は，ホーソーン的正負のバランスが，行動と感情とになって
いることである．負として働いている力が感情である点だ.’掟なり道徳律を犯すという具体的行動
としての罪ではなく，あくまでもルーベン・ボーソ一個人にとっての「罪意識」なのである．ホー
ソーソ文学においては，具体的行動そのも’のが主要な文学的関心事として取り扱われることはほと
んどない．『緋文字』で，姦通という行為そのものよりも，その行為がそれぞれの人物の心に及ぼ
した結果が問題視されていることは周知の事実である．だが「ロジャー・マルヴィンの埋葬」と
『緋文字』のあり方の違いは，後者が姦通という負なる行動によって「暗い共感」という正なる感
情を導いているのに対して，前者では表面上は助けを求めるという正なる行動に「罪意識」という
負なる感情が伴っている点である．
　それにしても，正なる行動をとっているのに，何故負なる感情をもってしまうのか．我々はここ
で，提示し否定することで提示された事実が消滅してしまうことと，はじめから何も提示しないで
いることが，結果的には何もないことには変わりないが，実質的には両者はまっ.たく異なっている
ことを想起しなければならない．たとえば.提示と否定は次の引用文に見られる．
　“Tarry not, then, for　a folly　like　this, but　hasten　away, if not for　your
own sake, for hers who will else be desolate.”
　・Malvin spoke the last few words in 4 faultering voice, and their effect upon
his ･companion was　strongly　visible.　They　reminded　him　that　there　were
other, and less　questionable duties. than　that of sharing　the fate of　ａ　man
whom his　death　could　not　benefit. Nor　can　it　be affirmed　that　no　selfish
feeling　strove　to　enter　Reuben's　heart, though the consciousness　made　him
more earnestly resist his companion's entreaties.*'"'
　（「だから，このような思かなことのた･めにぐずぐずしないで急ぎ立ち去ってくれ，
たとえ君自身のためではなくても，彼女のためにな，そうしないと，やつはひとりぽ
っちになってしまうんだ．」
　マルヴィンはこの最後の数語を口ごもった声で言ったか，それちめ言葉か彼の連れ
に及ぼした影響は，はっきりと目に見えたのであった．これらの言葉を耳にした彼
ぱ，自分か死んでもなんの甲斐もない男と運命をともにするよりはほかにもっと疑問
の余地の少ない義務があることを思い出したのである，利己的な感情か何一つルーベ
ンの心に入りこもうとしなかったとは言い切れまい，もっとも，そうした利己的な感
情を自分でも感じていたために彼はますます真剣に連れの哀願を拒絶したのであっ
た．）
ロジャー・マルヴィンに娘ドーカスのことを言われたルーベン・ホーンは，「ほかにもっと疑問の
余地の少ない義務」--一自分は生きのびてドーカスを幸福にしてあげることｰ-があることを思い
出したとのルーベン・ホーンの心のあり方が提示されているのである．だが，それに引き続いて，
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　　　　　　　　　　　　－
「連れの哀願を拒絶」したと，すぐさまその提示は否定されて元の状態にもどっているのだ．元の
状態にもどっているのであるから結果は同じである．しかし，この過程において，たとえ否定され
ようが，ルーベン・ホーンの心に一瞬生への執着が生じていたことには変わりかないのだ．この提
示と否定のなかに垣間見られるルーベン・ホーンの生への執着は,‘次の引用文にも明らかである．
　“... tell her, that you will　be something dearer than a father, and that my
blessing is with you both, and that my dying eyes can see ａ long and pleasant
path in which you will journey together.”
　As Malvin spoke, he almost raised himself from t1!e ground. and the energy
of his concluding　words seemed to 丘1lthe wild and　lonely forest with a vision
of happiness. But when he sank ｅχhausted　upon　his　bed of oak-leaves, the
light, which had kindled in Reuben's eye, was quenched. He felt as if it were
both sin and folly to think of happiness at such ａ moment.*"'
　（「娘に言ってやってくれ，君は父親より大切な人となり，わしの祝福は君ら二人と
ともにあり，わしの末期の目には，君らかやかでいっしょに旅をする長くて楽しい人
生の道が見えると．」　　　　　　　　　　　　　　　　ヶ
　マルヴィンは話しながら，ほとんど地面から身を起こさんばかりとなった，そして
結びの言葉には力強いものがあったので，荒涼として淋しい森に幸福の幻影かみなぎ
ったように思えた．しかし彼が疲れて樫の葉の床に身を沈めると，ルーベンの目に輝
いていた光も消えたのであった．彼はこんな時に，幸福めことを思うのは罪であり愚
かしいことのように感じた．）
ロジャー・マルヴィンの話によって，ルーベン・ホーンは目を「輝」かせ，「幸福の幻影」を想起
したと，提示されている．そしてこの提示は， 「幸福のことを思うのは罪であり愚かしい」と否定
されるのである．だがこの提示と否定のなかにも先ほどと同じく，我々は，ルーベン・ホーンの生
きたいとする気持を読み取れるのだ．
　しかし，ここでくり返して述べておかなければならないことは，生きたい幸福になりたいとする
気持か起こったにせよ，それらの感情は否定されてしまっているのだから，ルーベン・ホーンを身
勝手な生への執着者と呼ぶこと,はできないことである，呼べないどころか，否定されていること
で，かえってルーベン・ボーンのやさしさか強調されているのである．自己犠牲的献身の姿が強く
印象づけられているのである．だが，それと同時に，ルーベン・ホーンの生への執着は執着として
読者のイメージに消えず残っていることも間違いのないことである．
　提示と否定による，こうした一見相矛盾したような文学機能は．実にみごととしか言いようがな
い．　この機能によって，前述した正なる行勁と負なる感情という相反するあり方の下地が形作られ
ていっているのだ．正しい行動をとっていると確信しながらも，やましさを覚えるといった錯綜し
た精神状態の下地がととのえられているのである．だが注意すべきことは，ここの時点では，ロジ
ャー・マルヴィンの横たわっている所にい続けていることかルーベン・ギーンにとって肯定されて
しかるべき正なる行動であることだ．肯定されてしかるべき正なる行動が，とどまることから救助
を求めることに変わるのは，ロジャー・マルヴィンの握造した経験談によるのである．しかし彼の
経験談に従って救助を求めて出てゆくとする正なる行動に，実は，提示と否定によって描出された
負の感情がまじり合っている点は見逃せない．
　　　　　　　　　語っていることと語っていないこと　　　　　　(矢作)
　This example. powerful　in effecting　Reuben's　decision, was aided, uncon-
sciously to himself, by the　hidden　strength　of many　ａr!other ｍｏtiｖｅ.(32)
　(この前例は，ルーベンが決心するのにかなりの影響を与えたが，それだけではな
く，ほかの多くの動機の隠れた力も彼自身には無意識のうちに力をそえていたのであ
った．)
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ロジャー・マルヴィンの体験談から，ルーベン・ホーンは，救助を求めることで二人とも助かるか
も知れないと思う．そして実際に救助を求めてでかけてゆく．しかしそこには「無意識のうちに」
　「ほかの多くの動機」もあったのである．この,「多くの動機」のなかに，前述したような生への執
着が含まれていることは言うまでもない．生きたい幸福になりたいとする，少なくともルーベン・
■　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　●　●
ホーンにとっては否定されるべき一一「彼はこんな時に，幸福のことを思うのは罪であり愚かしい
ことのように感じ」ているのだから，少なくとも彼にとっては否定されるべき一一負の感情が含ま
れていることは明らかなのだ．だからこそ彼は，「自分は正しく行動している」との「確信」を
　「ほんの半ばしか」(but half convinとed)(33)得られないのである．
　しかしだからと言って，ルーベン・ホーンのあり方に対して，我々はいったいどこに過ちや罪深
さを見い出しえよう．確かにルーベン・ホーンにとっての後ろめたさ罪意識はある．　しかしくり返
して言えば，それはルーベン・ホーンの感じる心の問題であって，罪深き行為，ましてや断罪に値
する行為なのではない．その意味で二重の罪を言うM Vドーレンの論はすでに受け入れがたい．
　では，ルーベン・ホーンの犯した罪は何であったか．森から帰還してからのルーベソ・ホーンを
追いながら考察していってみたい．
　ホーソーン文学にあって人間の心は上層と下層に区別され，両者かそれぞれ異質な要素からなっ
ていることが多い．洞窟にたとえられた心にしても(34'，｢歓楽｣と｢土牢｣にたとえられた心にし
ても(35)その構成要素は明暗正反対なものである．花が咲き乱れる洞窟の入口とまったくの閤の
洞窟内部，表面の浮かれ騒ぎと内部の暗い牢や墓，これらがホーソーンによってイメージ化された
人間の心のあり方なのだ(引用文をＮｏteS(34'･(35)に掲載しておく)．だがこの異質的要素はお互
いに静止しているままではない．時として内部の闇が外部の明るい部分に吹き上げたり流出したり
し，外なる明を内なる闇で黒く染めぬいてしまうのだ．ホーソーン風に言えば，両者のしきりとな
っている丁ふたがさっと開かれてしまう｣(36)のである．
　森から帰還したルーベン・ホーンの心のふたも閉じたままではいられない．
　Reuben　felt it　impossible to　acknowledge, that　his　selfishlove　of. life had
hurried him away, before her father's fate was decided.'"'
　(ルーベンは，自分の生への身勝手な愛情のために彼女の父親の運命か決まる前にい
そぎ立ち去ったことを認めることができないように感じた．)・
ここの言葉使いに注目したい．「生への身勝手な愛情」(his selfishlove of life)とは，いかにも
もっともらしい表現である．だが，「身勝手」と決めつけてしまえるものであったろうか．少なく
とも意識上においては，救助を求めるという大義名分のために，彼はロジャー・マルヴィンをひと
り残したはずである．にもかかわらず「身勝手」というのは，あの提示と否定に垣間見られ，ルー
ベン・ホーンが「決心するのに」「力をそえ」た意識下の生への執着が，助かってのち，彼自身に
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も知覚できる形となって意識上に浮上したからではなかろうか．心の下層部にあったものか，上層
部に浮き上ってきたからではなかろうか．だからこそ「身勝手」となるのだ.，「身勝手」ばかりで
はない．やがて，みずからを「人殺し」とさえ言うのだ．
　By　ａ certain　association　of　ideas, he at　times　almost imagined himself a
murderer.""
　(なにか様々な考えが連想されて，彼は時々自分は人殺しではなかろうかと想像し
た．)
こうして意識下にあった感情か意識上にのぽり，ますます力を得て責め苦しめ，いわれなき罪意識
までルーベン・ホーンに負わせていっているのだが，この無意識のつき上げによる過度な罪意識
一罪を認識できないことからくる思かにも悲劇的な姿を描くホーソーンのいつものパターンとは
異なった過度な罪意識一が，実は，ルーベン・ホーンをしてはじめて具体的な罪を犯させるので
ある．罪意識の欠如からくる罪ではない．あまりに強すぎる罪意識か罪を生むのだ．それも，言葉
のやりとりの微妙さ，言葉のあやによって知らないうちにてある．その見事さは次め引用文にじゅ
うぶんうかがえる．
　　“Youdug a grave for my poor father, in the　ｗi】derness, Reuben?” was the
question by which her filialpiety manifested itself.
　　“My hands were weak, but l did what I could,”replied the youth in ａ
smothered　tone.“There　stands　ａ noble　tomb-stone　above　his head. and　l
would to Heaven I slept as soundly as he !”
　　Dorcas, perceiving the wildness　of　his　latter words, inquired no further at
the time ； but her heart found ease in the thought, that Roger Malvin had not
lacked such funeral rites　as　it was possible　to bestow. The tale of　Reuben's
courage and fidelity lost　nothing, when　She･　communicated it to her friends ；
and the poor youth, tottering from his sick chamber to breathe the sunny air,
experienced from every tongue the miserable and humiliating torture of unmerited
praise. All acknowledged that　he might worthily demand the hand of the fair
maiden, to whose father he had been “faithful unto death;”(39J
　（「あなたは荒野でかわいそうな父のためにお墓を掘って下さったのね，ルーベン」
と彼女はたずねたかそこには子としての親孝行心がおのずと現われていた．
　　「僕の手は弱っていたができるだけのことはしたんだ.」若者は息をつまらせた調
子で答えた．「あの人の頭上には堂々とした墓石がたっているんだ，僕もあの人と同
　　　　　●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　　　　　　　　　●じようにぐっすりと眠れたらよいんだか．」
　　ドーカスは，その最後の言葉か取り乱れているのを感じ取って，その時はそれ以上
ききださなかった．しかし彼女の心は，ロジャー・マルヴィンか与えられる限りの葬
式を欠かすことなく受けられたのだと思って安らぎを見いだしたのであった．ルーベ
ンの勇気と忠誠心の話は，彼女か友だちに伝えたとき余すところなく伝わり，この哀
れな若者は，日差しを受けた大気を吸いこもうと病室からよろめくようにして出てゆ
くと，功なくして得た賞賛の惨めで屈辱的な苦しみをあらゆる人々の口からなめるの
であった．そして人々はみな，彼が「死ぬまで忠誠をつくした」人のうるわしい娘に
語っていることと語っていないこと　　　　　　（矢作）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-
求婚するに値すると認めたのであった．）
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ルーベン・ホーンの「できるだけのことはしたんだ」に偽りはない．確かに彼は「できるだけのこ
とはした」のだ．だかそれは必ずしもロジャー・マルヴィンを埋葬したということにはならないは
ずである．にもかかわらずドーカスには，父親が「与えられる限りの葬式を……受けられた」とし
て伝わってしまうのである．この会話のずれは，「僕もあの人と同じようにぐっすりと眠れたらよ
いんだが」にも見られる．この言葉のもっている切実さは，過度な罪意識から「僕もあの人と同じ
ようにぐっすりと眠れば，すなわちあの人と同じようにあのまま死んでいれば，これほどまで苦し
むことはなかったのに」という含みによる切実さなのである．だがその切実さも，ドーカスには，
疲労から休息をとりたがっているとしてしか受け取られない．そしてそのために会話か中断し，意
図しないまま結果的に嘘をついたことになってしまうのだ．
　こうした微妙な行き違いかあったにしても，この誤解を訂正できないままでいる点が問題なので
ある．妻ドーカスに偽り続けることか問題なのである．過度の罪意識から誤解をとくことができな
いままひとり隠し続ける．　　　　　　　　　　　　　･．
　There was now in the breast of Reuben Bourne an incommunicable thought；
something which　he was　to　conceal　most　heedfully　from　her　whom he most
loved and trustedブ4°）
　（今やルーベン・ホーンの胸の中には，人に言えない思いが，彼がもっとも愛しもっ
とも信頼している彼女からもっとも用心深く隠さなければならないものがあった．）
「もっとも愛しもっとも信頼している」人から「もっとも用心深く隠さなければならない」あり方
とは，ディムズデイル（『緋文字』）のあり方より･さらに苦しい．ディムズデイルには少なくとも
　「もっとも愛しもっとも信頼している」ヘスターとの人知れぬ罪の共有があった．夜ではあった
が，ディムズデイル，ヘスター，パールの三人は手をつなぐことができた．森の中でお互いの真の
姿でまじり合うことかできたのである．とうした罪の共有が暗黒のホーソーン文学にかすかに見ら
れる一条の光であるとするならば，ルーベン・ボーンには一条の光すらさしていないのだ．ささな
いどころか，嘘をつき通すことが，いかに人間の心を蝕んでゆくかは目をおおうばかりである．
　His one secret thought, became like ａ chain, binding down his spirit, and,
like ａ serpent, gnawing　into　his　heart ；　and　he　was　transformed into ａ sad
and downcast, yet irritable ｍａｎ.(41)
　(彼のたった一つの人知れぬ思いが，鎖のようになって魂を金縛りにし，蛇のように
なって心に食いいり，彼は悲しげでうつ向きかげんでしかも怒りっぼい人間へと変貌
したのであった．)
「たった一つ」（ｏｎｅ）でも秘密をもち嘘をつき続けることはホーソーソ文学にあってはただなら
ない罪である．であればどそ作者ホーソーンは，この罪深き行為によるルーベン・ホーンの変貌を
ルーベン・ボーンー家のその後の衰退の原因だとしていねいに書き記していっているのだ．ほかの
開拓者が収穫を増しているのに彼のところだけかひどくなっていったのは，彼が「なげやりな百
姓」（ａneglectfulhusbandman)'"'だったからである．彼の運が傾いていったのは，彼に「怒りっ
ぼい」(irritability)*"'ところがあづたからである．こうして具体的なことや日常的なことまで彼
208 高知大学学術研究報告　第28巻　人文科学
の心のあり方と結びつけてゆくことで，嘘をつき通すことの悲劇的重大さを示しているのだ．　日常
的なことばかりではない．一家が村を捨てて森へ行き誤ってむすこサイラスを撃ち殺してしまうよ
うになったのは，ルーベン・ホーンの心の荒廃によって村では生計が立てられなくなったからであ
る．とすれば，むすこの死も，間接的にはルーベン・ホーンの妻に対する嘘が原因となっていると
言える．
　一見，ロジャー・マルヴィンをひとり置き去りにしたことに罪があるように見えていた物語が;
こうして実は，罪は置き去りにしたことではな･く埋葬したと妻に偽わったことにあると透けて見え
てくるとき，結果的にＡ．ターナー, p. A.カールソン, H. H.ワゴナーと見解が同じくなっ
てくる．しかしこの余りに明白な罪の規定が，物語の最後にきて，急に曖昧になってしまうのであ
る．
　およそ短篇小説ほど作中の有機的つながりが重要視されるものはほかには少ない．すべての言葉
なり場面がテーマになんらかの形で寄与していなければならない．無駄は許されないのだ．とく
に，物語の冒頭と最後の場面にはじゅうぶん注意が払われている．「ロジャー・マルヴィンの埋
葬」における冒頭のみごとさはすでに見てきた．むすびも冒頭に劣らない．
　“For the love of Heaven, Reuben, speak to ｍｅ!”cried Dorcas, and the strange
sound of her own voice affrighted her even more than the（!ead silence｡
　Her husband started, stared into her face； drew her to the front of the rock,
and pointed with his finger.　　　　　　　　　　　　　。
　Oh ! there lay the boy, asleep, but dreamless, upon　the fa】len　forest-leavesI
his cheek rested upon his　arm, his　curled　locks　were　thrown　back from his
brow, his limbs were slightly relaχed.　Had ａ sudden weariness overcome the
youthful hunter?　Would his mother's voice arouse him?　She knew that it was
death｡
　“This broad rock　is the　grave-stone of　your　near　kindred, Dorcas,”said
her husband.“Your tears will fall at once over your father and your son.”
　She heard him not. With one　wild　shriek, that　seemed　to force　its way
from the sufferer's　inmost　soul, she　sank　insensible　by the side　of her dead
boy.　At that moment, the withered topmost bough 6f tl!ｅoak loosened itself,
in the stilly　air, and fell　in　soft,light　fragments upon　the rock, upon　the
leaves, upon Reuben, upon his wife and child, and upon Roger Malvin's
bones.　Then　Reuben's　heart　was　stricken, and　the　tears　gushed　out like
water from ａ rock.　The vow that the wounded youth had made　the　blighted
man had come to redeem. His　sin　was　expiated, ―the curse　was gone from
him ； and in the hour. when he had shed blood dearer　to him　than his own,
ａ prayer, the first　for　years, went　up　to　Heaven　from　the　lips　of　Reuben
Bourne. <<*'
（「後生ですからルーベン，私にものを言って下さいな．」とドーカスは叫んだが，
自分自身のその異様な声に彼女は，その場の死の静けさよりもずっと強くおびえた．
　彼女の夫はぎくりとし，彼女の顔をまじまじ見，彼女を岩の前面へと引いてゆき指
さした．
　　　　　　　　語っていることと語っていないこと　　　　　　（矢作）
　おお，そこには，少年が森の落ち葉の上に眠って，だか夢みることなく横たわって
いたのだ！頬を腕の上にのせ，巻き毛の髪の毛は額から後ろにたれ，手足は少しばか
り力がぬけていた．突然の疲労がこの若い狩人をおそったのだろうか．母親の声は彼
の目をさまさせるだろうか．彼女はそれが死である.ことかわかったのだ.
　　「この大きな岩は，おまえの近親者の墓石なんだ，ドーカス」と彼女の夫は言っ
た．「おまえの流す涙は，おまえの父親とむすこの上に同時に流れるんだ．」
　彼女には彼の言うことは聞こえなかった．苦しんでいる者の奥深い魂からしぼり出
されたような荒々しい金切り声を一つあげると，彼女は意識を失って今はなき我が子
のかたわらに身をくずした．その瞬間，樫の木のてっぺんの枯れた枝が風もないのに
木からはずれ，やわらかく軽いかけらとなって，岩や葉やルーベンや彼の妻や子，そ
してロジャー・マルヴィンの骨の上に落ちたのである．するとルーベンの心はうた
れ，涙が岩から出る水のようにほとばしり出た．傷ついた若者が死なんとしていた人
にたてた誓いかはたされたのである．彼の罪は償われた一呪いは消えた．彼にとっ
て自分の血よりもっと尊い血を流したとき，祈りか，ここ長い歳月の間においてはじ
めての祈りがルーベン・ホーンの口から天へとのぽっていったのである．
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　「樫の木」の「枯れた枝」が「落ち」，「涙」が「ほとばしり出」，「罪は償われ」「呪いは消え
た」，なんとすばらしい結末である‘ことか．なんとすばらしい蹟罪の場面であることか．ホーソー
ン文学にあってこれほどまでに救いを残す結末もめずらしいことではないか．これほどまでに明確
に言い切った作品がほかにあるだろうか．そうしてみると，短篇「ロジャー・マルヴィンの埋葬」
は……，だか，ホーソーン文学は，もっと微妙でもっと複雑なはずだ．もっと影を帯び，もっと奥
深いところで曖昧にゆれ動いているはずである．確かに「罪は償われた一呪いは消えた」と明言
されている．だが，はたしてそうであろうか．この明白に語っている言葉は，本当に語られている
のであろうか．言葉通りに意味をなしているのであろうか．
　我々はすでにルーベン・ホーンの犯した罪は，妻ドーカスに彼女の父親を埋葬したと偽わったこ
とにあることを見てきた．そして偽わり続けることが人間の精神を荒廃させいかに大きな悲劇に導
いていくのかを見てきた．さらに作者ホーソーンが精神の荒廃と一家の悲劇のかかわり合いをてい
ねいに書きこんでいることも確認してきた．だが，作者がこうして筆をつくして書き記してきた，
ルーベソ・ホーンの犯した罪は妻ドーカスに嘘を言い隠し続けたことであるということに関して，
物語のむすびは，一言も触れていないのである．彼の虚偽の罪が償われるためには，妻ドーカスに
告白しなければならないはずである．ホーソーン文学において告白がいかに重要であるかは，ディ
ムズデイルを想起するだけでじゅうぶんである．告白しではじめて罪の償いが可能なのである．と
すれば，ルーベン・ホーンの罪が償われるには，どうしてもドーカスに対して虚偽の罪の告白をす
る場面があるはずである．しかし，現実にはドーカスは告白を聞ける状態にもなければ，またルー
ベン・ホーンの方でも告白しようとするそぷりさえない．
　“This broad rock　is- the　grave-stone　of　your　near　kindred, Dorcas,”said
her husband.“Your tears will fall at once over your father and your son.”
　She heard him not. With･ one wild shriek, that seemed to force its way
from the sufferer's inmost soul, she　sank　insensible　by the　side of　her dead
boy.
「墓石」の指摘がなんの告白にもなっていないことは言うまでもない．「墓石」と言いつつも，告
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白できないことは，作者ホーソーンが一家を不幸に陥れることで指弾してきた虚偽の罪をルーベン
・ホーンか自覚していないからである．しかもドーカスが「意識を失って」しまっているのである
から告白の場面など望むべくもないのだ．にもかかわらず作者ﾎｰ･ゾーンはきっぱりと言うのだ.
　「罪は償われた一呪いは消えた．」と．　　　　　　　　　　ダ
　私は序で文学には語りながらも語らず，語らずして語ることがあると述べた．　この「罪は償われ
た一一呪いは消えた」とは語りながらも語っていないことの好例ではなかろうか．ここで言う「罪」
とは，埋葬しにもどってくるという「誓い」をはたせないでいたことからくるルーベン・ボーンー
個人にとっての罪意識のことでしかない．だから「罪は償われた」とは，子供を犠牲にしたことで
　「誓い」がはたせたというほどの意味でしかないのだ，だが，前述してきたようにルーベシ・ホー
ンの「償う」べき「罪」は虚偽の「罪」であるはずである．「誓い」をはたすはたさないの問題も
ここから生じているのである．この肝心な点を無視して．個人的罪意識の消滅だけで「罪は償われ
た」とは，語りながらも本質を語っていないことにならないだろうか．
　　「罪は償われた」が「誓い」をはたしたということでしかないならば，むすこの死の悲しみの余
り気絶してしまったドーカスの姿は，一一ドーカスの姿ばかりではないｰむすこサイラスの死そ
のものの姿は，あまりに悲劇的に映ってきはしないだろうか．埋葬したと偽わられ続け，その虚
偽のために一家の没落の苦しみをなめさせられ，しかも一方は殺されもう一方はむすこを奪われて
しまったのである．こうした不幸を生んだ虚偽そのものの告白がなされずして「罪」の「償い」を
　「呪い」の消滅を言う，これはあまりに本質を見誤った利己的な「償い」であり「呪い」の消滅で
はないか．とすると，むすこの死に様とドーカスの気絶しか姿は，語らずしてルーベン・ホーンに
とっての堕罪の完了に否を発しているのではなかろうか．堕罪の無意味さを語らずして語っている
のではなかろうか.
　一方では語りながらも語らず，もう一方では語らずして語っている.とすれば短篇「ロジャー・
マルヴィンの埋葬」の世界は，微妙となり，複雑となり，影を帯び奥深いところで曖昧にゆれ動き
はじめるはずである．いかにもホーソーンらしい世界となってくるはずである．
　私はこの「ロジャー・マルヴィンの埋葬」において，作者が主人公に対して異質的要素をもつ背
景を時として選んでいると述べた．それか主人公に対する作者のそっけなさや冷やかさを読者に感
じさせていると．このそっけなさ，冷やかさとは，実は，読者とルーベン・ボーンとの間に距離を
生じさせ，と同時に，サイラスやドーカスをルーベン・.ボーンとの間の距離ぐらいまでに読者に近
づかせて，読者と三人の作中人物それぞれの距離を等しくさせるものではなかっだのだろうか．そ
して各人物を読者から等距離に置くことで，本来余り語らないはずの副次的人物に語らず,して語ら
せ，語るべくして語る主人公に語りながらも語らせないとする独特な文学世界を構築し，堕罪の問
題を掘りさげていったのではなかろうか．一見余りに単純で明白に罪と罪の償いを提示し，その
実，償いの意味を希薄化させ，生のいかんともしがたき様相を描いてくれているのではなかろう
か．堕罪の完了という正のあり方を前面に押しだしながらも，実質的には，希薄化され本質的には
堕罪とは称しえない行為の犠牲という負を響かせているのではなかろうか．「ロジャー・マルヴィ
ンの埋葬」はその意味において余りにホーソーン的世界なのである．
　ホーソーンはモラリストであると言う．また，ホーソーンはアンビギュアスな作家であると言
う．前者か明快な一元世界を希求する人であるとするならば，後者は一元化できずとまどいの姿勢
を見せている人である．両者のあり方は一見矛盾しているように見える．しかし，語ろうとしても
どうしても意味を希薄化させかえって語らずにおいたところに語らせてしまう文学世界を作りあげ
るホーソーンは，両者の呼称を同時につけられてしかるべきではなかろうか.19世紀中葉の限りな
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い「一」を求めるアメリカ・ルネッサンスにおいてＮ．ホーソーンは，一元をめざして語りだして
も語った途端に意味を消滅させたり多元化させてしまう懐疑主義者的姿勢を持ち続けざるをえなか
ったのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Texts
　Ｔｈｅ ＣｅｎtｅｎａｒｙＥｄｉtｉｏｎｏｆ tｈｅ Ｗｏｒkｓ ｏｆ ＮａtｈａｎｉｅｌＨａｉｕthoｒｎｅ（Ohio state University Press,
1962-) (一部Riverside Edition を参照した。）
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